
各研究室発表論文 2010 
原著、総説（年号の後に Rと付記）、著書（同 Bと付記）の 3項目に分けて掲載し、同研

究室・グループ内では著者姓の ABC順に配列した。下線は研究室教職員。 
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博士学位授与記録 2010（生物学教室教員指導分）  
 
構造生物学研究室（福山研） 

丸屋 淳平 ミヤコグサ根粒菌Mesorhizobium lotiにおけるBacAタンパク質の in planta 
および ex plantaでの機能に関する遺伝学的研究 

浅井 智広 緑色硫黄細菌の光合成電子伝達経路に関する分子生物学的研究：反応中

心における電子供与系の解析と対称的経路の解明に向けた新しいアプロ

ーチ 
生体分子機能学研究室（倉光研）  
森田 理日斗 アルキル基転移酵素様タンパク質に着目した新規 O6-メチルグアニン傷

害修復経路の解析 
飯野 均 DNAミスマッチ修復系におけるエンドヌクレアーゼ活性調節の分子機構 
上利 佳弘（生命）Thermus thermophilus HB8株におけるストレス応答遺伝子群の転写

調節機構 
植物生長生理学研究室（柿本研）  
辻村 香織 雌性配偶体形成における 2成分制御系の役割 
古田 かおり クロマチンリモデリング因子 CKH2はシロイヌナズナのサイトカイニン

応答を負に制御する 
前川 絵美 蚊の標的認識における口吻の役割 

核機能学研究室（滝澤研）  
大出 晃士 アフリカツメガエル初期胚型細胞周期における gemininと Cdt1による複

製ライセンス化制御 
分子生物学・教育研究室（荻原・米崎研）  
古賀 光徳 大腸菌 RNase LSの活性を制御する因子の同定と解析 



年譜   

2010年  
4月 1日 福山 恵一教授、専攻長に就任。 
4月 3日 入学式。生物科学科入学者 58名。うち生物科学コース 28名（前期合格者 28

名、特別選抜 0名、外国人留学生 0名）、生命理学コース 30名（前期合格者 11
名、後期合格者 19名）。生命理学コースより物理学科への転学科者（2年次）1
名。生命理学コースより他大学への退学者 1名。 
2010年度学部入学者担任は、生物科学コース伊藤 一男講師、生命理学コース
橘木 修志准教授。 
大学院生物科学専攻博士前期課程入学者 61名（うち生物科学科卒業者 22名、
他学科・他大学卒業者 39名）。博士後期課程入学者 13名（うち生物科学専攻
修了者 11名、他専攻・他大学修了者 2名）。 

4月 23-24日 フレシュマンリトリート。 
5月 17日 大学院入試説明会兼オープンキャンパス（6月 26日に第 2回）。 
6月 12日 サイエンスパートナーシッププログラム実施（9月 26日、11月 21日、2月 12

日にも実施、各回 27-41名参加、担当は増井 良治准教授、吉本 和夫研究員）。 
6月 17日 中根 修平氏・島田 敦広氏・友池 史明氏第 10回日本蛋白質科学会ポスター賞

受賞。 
7月 16日 田中 博和助教、着任。吉田 美津子事務補佐員、着任。 
7月 31日 和田 由理事務補佐員、退職。 
8月 阪大勤務管理• 財務会計等システム（ICHO）導入さる。 
8月 9-10日 生物科学専攻博士前期課程入試。合格者 63名。 
8月 19日 高校生対象理学部オープンキャンパス実施。 
8月 26-28日 第 28回高校生対象公開実習（35名、増井 良治准教授、吉本 和夫研究員）。 
8月 29日-9月 29日  JSPS「大航海時代」プロジェクトの一環として、科学英語海外語学

研修（モントレー）。9月 29日に阪大にて英語で口頭発表会を開催。 
9月 1日 高嶋 典子事務補佐員、着任。 
9月 30日 博士前期課程 1年次生研究報告会。 

鐘巻 将人助教、退職（遺伝研准教授へ）。 
堀口 祥子事務補佐員、退職（本部職員へ）。 

10月 1日 三村 覚助教、着任。Tak Yon-Soo特任助教、着任。 
博士後期課程（10月入学）1名入学。グローバル 30プロジェクトによる新規
学部プログラム「化学• 生物学複合メジャーコース」入学式。13名入学（定員
20名）。 

10月 10日 中川 紀子助教、休職。 
11月 30日 升方 久夫教授、平成 22年度前期共通教育賞受賞。 
12月 3-5日 福山 恵一教授、日本結晶学会 60周年記念大会（理学研究科共催）をコンベン

ションセンターで開催。平林 佳氏日本結晶学会ポスター賞受賞。 
12月 4日 教育 GPによる将来展望ワークショップ開催。 



12月 25,27,28日  第 29回高校生対象公開実習（32名、増井 良治准教授、吉本 和夫研究
員）。 

 
2011年  
2月 1日   隅田 理恵事務補佐員、着任。 
2月 2,3日 卒研配属説明会• 研究室紹介。生命理学コースの学生および吹田キャンパスの

研究室を含めて実施。 
2月 14-15日 生物科学専攻博士後期課程入試。合格者 10名、うち本専攻博士前期課程修

了者進学 8名、他大学院修了者 2名。 
2月 16日 中川 拓郎助教、准教授に昇任。Kim Kwang助教、着任（休職中の中川 紀子助

教の職務代行）。 
2月 17日 生物科学専攻博士業績発表会。今年度博士学位認定計 15名（5• 8・11月認定

分を含む）。 
2月 18日 Science誌に「大阪特集（Osaka in Focus）」掲載。 
2月 21-22日 生物科学専攻修士業績発表会。修士学位認定 53名。 
2月 19-20日 生物科学専攻博士前期課程第二次募集入試。合格者 3名。留学生特別選抜。

合格者 1名。 
2月 24,25日 学部入試前期日程。合格者生物科学コース 28名、生命理学コース 11名（志

願者それぞれ 100名、31名）。外国人留学生受け入れ：生物科学コース 2名（国
費 1名、韓国政府派遣 1名）、生命理学コース 1名（国費 1名）。私費外国人留
学生、合格者 0名。 

2月 28日 卒業研究発表会。 

3月 1日 大島 みどり事務補佐員、着任。 
3月 3日 アプレンティス特任准教授の中間評価終了。 
3月 11日 東日本大震災発生。 
3月 12日 学部入試後期日程。合格者生命理学コース 19名。 
3月 24日 教室共用 X線回折装置（C304）を更新。 
3月 25日 卒業式。学部卒業者 30名（うち本専攻入学 19名、本学他研究科入学 7名、就

職 1名、進路未定者 3名）。 
 学位授与式。本年度博士前期課程修了者 53名（うち本専攻後期課程進学 8名、

本学他研究科進学 0名、就職 35名、不明・その他 10名）。ほかに 2010年度内
の退学者 5名。 
本年度博士後期課程修了者（学位取得者）14名（うち 5名は単位修得退学後 3
年以内の課程博士；9・12月修了者を含む）。ほかに 2010年度内の単位修得退
学者 6名、単位非修得退学者 2名。 
卒業祝賀会（生物同窓会主催）を開催。 

3月 31日 生物科学専攻• 博士後期課程の院生を対象とした中間報告会を開催。 
教育 GP「知的能動性をはぐくむ理学教育プログラム」終了。 
水口 孝子事務補佐員および和田 由美事務補佐員、退職（本部職員へ）。 



2009年-2010年度 大航海時代プログラムで生物科学専攻から長期 2名、短期 23名（理学
研究科全体では 124名）を欧州、北米を中心とした大学、研究所、学会に派遣。 
ITP プロジェクト：若手研究者を欧州へ長期派遣（生物科学専攻を含め研究科
全体で 38名）。 

4月 1日 当専攻の専攻長・学科長を福山 恵一教授から倉光 成紀教授に交代。 
 



平成 23年度理学研究科執行部  
 
研究科長  東島 清（物理） 
評議員   篠原 厚（化学） 
筆頭副研究科長 篠原 厚 
副研究科長  滝澤 温彦（生物） 

青島 貞人（高分子）   
小川 哲生（物理）   
藤木 明（数学） 
近藤 忠（宇宙地球） 
原田 明（高分子）  

専攻長 数学専攻長 杉田 洋 
物理学専攻長 久野 良孝 
化学専攻長 中沢 康浩 
生物科学専攻長 倉光 成紀 
高分子科学専攻長 鬼塚 清孝 
宇宙地球科学専攻長 川村 光 
 



教室スタッフ（含研究員）一覧  
 平成 23年 4月 1日現在 
 
専攻長・学科長 倉光 成紀 
 
教員・研究員  
構造生物学研究室  
教授 福山 恵一 
准教授 大岡 宏造 
助教 和田 啓 
招聘研究員 萩原 義徳 

生体分子機能学研究室  
教授 倉光 成紀 
准教授 増井 良治 
助教 中川 紀子（休職中） 
助教 Kim Kwang（金 光） 
招聘研究員 吉本 和夫 
招聘研究員 前川 宜彦 
招聘研究員 広津 建 

生体膜機能学研究室  
教授 金澤 浩 
助教 三井 慶治 
助教 松下 昌史 
招聘研究員 唐沢 暁 

分子遺伝学研究室  
教授 升方 久夫 
准教授 中川 拓郎 
助教 高橋 達郎 
研究員 小川 志帆 

神経可塑性生理学研究室（生命機能研究科）  
教授 小倉 明彦 
准教授 冨永（吉野） 恵子 
研究員 浦久保 知佳 

細胞内情報伝達研究室（生命機能研究科）  
教授 河村 悟 
准教授 橘木 修志 
助教 和田 恭高 

発生生物学研究室  
教授 西田 宏記 
助教 熊野 岳 
助教 西野 敦雄 
研究員 高鳥 直士 

植物生長生理学研究室  



教授 柿本 辰男 
助教 高田 忍 
助教 田中 博和 
研究員 寿崎 拓哉 

核機能学研究室  
教授 滝澤 温彦 
准教授 久保田 弓子 
助教 三村 覚 
特任助教 Tak Yon-Soo（卓 妍秀、G30統合理学コース大学院担当） 

系統進化学研究室  
教授 常木 和日子 
准教授 古屋 秀隆 
講師 伊藤 一男 

分子生物学・教育研究室  
教授 荻原 哲 
教授 米崎 哲朗 
助教 大塚 裕一（生命理学コース教育担当） 

生物分子エネルギー変換学研究グループ  
准教授 荒田 敏昭 
准教授 井上 明男 
招聘研究員 相原 朋樹 
招聘研究員 植木 正二 
招聘研究員 武田 壮一 

植物細胞生物学研究グループ  
准教授 高木 慎吾 
助教 浅田 哲弘 
招聘研究員 Islam, Md. Sayeedul 

神経回路機能学グループ（アプレンティス）  
 准教授 木村 幸太郎 
 研究員 藤田 幸輔 
理論生物学グループ（アプレンティス）  
 准教授 藤本 仰一 
 研究員 松浦 弘典 
 
技術職員  
技術員 大森 博文（ネットワーク、共通機器管理担当） 

 
事務職員  
事務補佐員 宇田 祐子（倉光研・高木研担当） 
事務補佐員 岡本 江利子（福山研・西田研担当） 
事務補佐員 大島 みどり（柿本研・滝澤研担当） 
事務補佐員 井ノ口 左恵（荒田研・アプレンティス担当） 
事務補佐員 隅田 理恵（金澤研・升方研担当） 



事務補佐員 田辺 仁紀子（河村研・小倉研担当） 
事務補佐員 高嶋 典子（荻原/米崎研・教務担当） 
事務補佐員 吉田 美津子（常木研・専攻長事務担当） 
事務補佐員 武田 貴子（ITP担当） 
事務補佐員 三枝 陽子（教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 
事務補佐員 池上 恵子（教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 

 


